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第 2 学期のスタート ～自分を変えるチャンス～ 
 校長  岩片  和義   

夏から秋に変わりつつあることを実感できるようになってきたこのごろ、子
どもたちも学校の生活リズムに慣れ、第 2 学期が本格的にスタートしました。 
始業式で私は、新学期のスタートは、それまでの自分を振り返り、自分を変

えて成長（チェンジ）することにチャレンジするチャンスだという話をしまし
た。日々顔を合わせる日常においては、突然に自分を変えると違和感がありま
すが、特に第 2 学期は 40 日間の休み明けであり、その間の様々な体験等によ
って大きく成長してもおかしくはありません。  
私は若いときに先輩から「人は、チャンス（ chance）を見逃さずにチャレン

ジ（ challenge）し、そしてチェンジ（ change）しようとすることで成長しま
す。この３つの C を意識してください」と言われました。私は経験上、この３
C の中で難しいのは、チャレンジやチェンジよりもチャンスだと考えています。
「幸運の女神には前髪しかない」と言われるように、チャレンジすべきときに、
それをチャンスと認識できずに好機を逃して「あの時にやっておけば･･」と後
悔することがよくあります。自分を変えて成長するための出発点は、チャンス
をチャンスと認識することです。しかし、これは口で言うほど簡単なことでは
ありません。だからこそ大人は、子どもたちが無自覚だなと感じたときには、
チャンスとなり得る時や場を示唆してやることも必要なのではないでしょう
か。あるいは、自分の長所に無自覚な子どもにそれを指摘してやることも、長
所を伸ばそうとする契機（チャンス）になるかもしれません。親切すぎない程
度に子どもたちが成長のチャンスをつかめるよう支援をしていきましょう。  

里神楽の見学（５ ,６年生） 
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前期学校評価について 
7 月に実施した保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。結果がまとま

りましたのでお知らせします。  
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『学び』について  

「授業がよくわかる」と回答した児童の割合が９２％以上となり、集中して授業に臨み、し

っかりと授業の内容を理解しようとする児童が多いことが分かります。また授業中の「話す・

聞く」ルールを守っている児童の割合は昨年度よりも向上しました。今年度から、AI 教材の「キ

ュビナ」を活用し、基礎的な学力を定着させるためのツールとして活用しています。  

一方、「自分の考えを相手に伝える」ことについては昨年度よりも肯定的な回答が減少して

います。自分の考えをしっかりとまとめ、自分の言葉で相手に伝えることができる力の育成に

向けた授業改善を進めていきます。  

 

『健康』について  

休み時間や体育の時間に進んで体を動かすことの楽しさを実感している児童の割合が減少し

ました。1 学期終わりころから新型コロナウイルス感染症の拡大や、何日も続く猛暑日等の影

響もあることで、体を動かして遊ぶことが少なくなったことが要因と考えられます。秋になり

過ごしやすい日が続いてくると、運動遊びもしやすくなります。月に 1 回程度、月曜日の１３：

３０から運動遊びの時間を設定していますので、感染症予防に留意しながら、体を動かすこと

の楽しさを実感できるようにしていきます。  

メディアルールについては児童と保護者で、肯定的な回答が増加しました。ただ、児童と保

護者の回答の割合には２０％近くの差があり、保護者の回答が低い様子が伺えます。今後、今

以上に学習用 iPad の家庭での活用が進んでいきます。メディアのルールを学校でも家庭でも

しっかりと守れるよう、健康週間の取組等を通して指導を進めていきます。  

 

『心』について  

「温かいメッセージを伝え合うこと」については、昨年同様 80％以上の肯定的な回答があ

ります。休み時間等にも、子どもたちから温かい言葉がけを耳にする機会が多くありました。

しかし、「自分のいいところに気付く」児童の割合が昨年度よりも減少しています。  

2 学期からの教育活動の中核の一つとして、児童の「自己肯定感」を高める働きかけをする

ことに、さらに力を入れて取り組みます。児童一人一人のよさを見取り、素敵な言動に対して

温かい言葉で称賛していくことを大切にしていきます。  

また、年間を通して人権教育、同和教育に取り組んでいます。１１月には部落問題学習、人

権教育の授業参観を予定しています。授業後には、「人権を考える講話会」も行います。案内

については近くなりましたらお示しします。多くの皆様のご参加をお待ちしています。  

 

その他  

保護者の皆様からは、学校の取組や職員の対応について率直なご意見をいただきました。あ

りがとうございました。その中で、「修学旅行中にその様子を伝える PTA メールが配信され

なかった」というご意見が複数ありました。実は、PTA メールではなく学校 HP にリアルタイ

ムで修学旅行中の子どもたちの写真と記事をアップしましたが、そのことを事前に周知してい

ませんでした。その結果、保護者の皆様にはご心配をおかけし、またご不満に思われた方もい

らっしゃったと思います。写真を載せられる HP の長所とともに、HP で子どもたちの様子を

伝える旨をお知らせしなかった学校の配慮不足が原因です。深くお詫び申し上げます。  

また、児童の人間関係についてのご意見もいただきました。学年が変わり、人間関係にも変

化が生まれたり、些細なきっかけで関係が悪化したりします。担任のみならず、職員全員で児

童を見守る体制を整え、よいことは褒め、不適切な言動については適時適切に指導することに、

今後一層、丁寧に取り組んでいきます。  

2 学期も、児童が元気に学校生活を送ることができるよう、全校体制で取り組んでまいりま

す。ご理解ご協力をお願いいたします。  
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ブランコの修繕が終わりました  

1 学期末にお知らせしたとおり、夏休み中に、破損

していたブランコの修理が終わり、全部で 4 台のブラ

ンコが使えるようになりました。  

修繕には、PTA 特別積立を活用して費用をねん出

させていただきました。大変ありがとうございまし

た。子どもたちは競ってブランコ遊びを楽しんでいま

す。元気に体を動かすことのきっかけになることを願

っています。  

小中合同学校保健委員会 

７月２９日（金）に行われた合同学校保健委員会の

テーマは「コロナ禍で子どもたちが心身ともに健康に

成長するために Part2」としました。昨年に引き続き、

コロナ禍が続く中での子どもたちの健康について、潮

陵中学校区の現状を共有し、その後、やっていてよか

ったこと、今後やりたいことについて、参加者で小グ

ループを作って話し合いました。  

・意図的に親子で一緒に運動する。  

・よい生活習慣で感じた心地よさを家族で共有する。  

・コロナ禍による生活の制限を、ずっと続くであろう

新しい生活様式に変わるためのチャンスととらえる。 

などの意見交流がなされ、参加者で共有できました。

詳しくは先日配布された「学校保健委員会だより」を

ご覧ください。  

        ＜１０月の主な予定＞ 
１日(土) ３・４年 PTC 活動 

  (魚の森づくり) 

５日(水) 市親善陸上大会  

      6 年生参加 

7 日(金) 委員会活動 

10 日(月) スポーツの日  

11 日(火) 学校預り金引落日  

      就学時健康診断  

      1 年生  給食後下校  

13 日(木) たにはまラン  

14 日(金) 学校訪問カウンセラー来校  

       クラブ活動 

21 日(金) 委員会活動 

26 日(水) 第 2 回学校運営協議会  

28 日(金) 文化祭前日準備(5，6 年) 

      1～4 年給食後下校  

29 日(土) 小中合同文化祭  

（10/31(月) 振替休業日）  

小中合同文化祭について（お願い）  

10 月 29 日に行われる、小中合同文化祭ですが、今年度も観覧は、児童と同居のご家

族（2 名以内）と学校運営協議会委員の皆さまのみに限定させていただきます。昨年に引

き続きの対応となりますが、感染拡大防止の観点から、地域の皆様のご来校はご遠慮くだ

さい。大変心苦しいですが、ご理解ご協力をお願いいたします。  



   上越市立谷浜小学校だより 第５号                   2022 年 9 月 22 日 

 


